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信仰は 希望の 源で ある 


親愛なる ムス リムの 皆様 
信仰の、 人間に とっての 価値は、 言葉で 表 
現で きない ほど 崇高な ものです。 信仰は 生命に 似て 
おり、 無 信仰は 死の ようです。 今日は、 信仰に つい 
て 別の 側面、 希望と いう 窓 か 
ら 見て、 それが 生命に もたら 
している ものを 見出して いき 
ましよう。 

信仰と 希望は 互いに 切 
り 離す ことので きない もので 
す。 信仰を 持つ 人とは、 大き 
な 希望を 持ち、 広い 考えを 持 
ち、 将来に 対しても 肯定的に 
見なし、 幸福に 最も 近く 不幸 
に 最も 遠い 人です。 なぜなら 
信仰とは、 最も 崇高な 存在を 
信じる ことで あり、 その お 方 
に 結びつく ことです。 その お 
方は 慈悲と 慈愛で 全ての 人を 
包み込み、 許し、 また 人々 の 
後悔を 受け入れられ、 過ちを 

消され、 悪を 善へ と 変えられ、 人に とって 最も 近し 
い 者よりも さらに 近く、 絶対的な 力の 持ち主で あら 
れ るからで す。 その 崇高な 力は、 昼に 罪を 犯し 悔悟 
する 者の ために 夜、 夜に 罪を 犯し 悔悟す る 者の ため 
に 昼、 その 慈悲に よって しもべた ちを 包み込まれ ま 
す。 善に 対し 10 倍から 7 0 0 倍、 さらには それ 以 
上の 見返りを 与えられる 一方で、 悪に 対しては それ 
に 等しい 罰の みを 与えられ るか、 あるいは 許される 
のです。 

信仰す る 人々 は、 恐れを 信頼に、 弱さを 力に 変 
えられる のは アツ ラーで あると 知っています。 「か 
れら は、 必ず 助けられよう。 本当に われの 軍勢は、 
必ず 勝利を 得る ので ある。」 （戦列 者 章 1 7 2 — 1 
7 3) という 章句が その パスワードです。 病気に な 
っても 絶望す る ことはありません。 「かれは わたし 
を 創ら れた 方で、 わたしを 導かれ、 わたしに 食料を 
支給し、 また 飲料を 授けられた 御 方。 また 病気に な 
れば 、かれは わたしを 癒して 下さいます。」 （詩人 
たち 章 7 8 — 8 0) という 信仰を 持つ からです。 信 
仰す る 人は 罪を 犯して いても 許される という 希望を 
持ちます。 なぜなら アッ ラーの 慈悲に 絶望す る こと 
は その 信仰に 反する からです。 信仰す る 人は 嫌に な 
つて うんざり する こと もありません。 なぜなら 「本 
当に 困難と 共に、 安楽は あり、 本当に 困 


難と 共に、 安楽は ある。 それで （当面の 務めから） 
楽に なったら、 更に 労苦して」 （胸を 広げる 章 5 — 
7) という 句は 彼に 忍耐と 根気を 獲得させる からで 

す。 また、 「災難に遭 うと、 「本 
当に わたしたちは、 アツ ラー 

の もの。 かれの 御 許に わたしたち 
は 帰ります。」 と言う 者、 このよ 
うな 者の 上に こそ 主からの 祝福と 
御 恵みは 下り、 また かれらは、 正 
しく 導かれる。」 （雌牛 章 1 5 6 
— 1 5 7) という 句は、 かれに と 
って いつでも 希望と 努力の 源と な 
ります。 信仰す る 人は 敵対す る 
人々 との 間に 友情を もたらします。 

「信仰して 善行に 励む 者には、 慈 
悲 深い 御 方は、 かれらに 慈しみを 
与える であろう。」 （マルヤ ム章 
6 9) 

信者は 年老いて 髪が 白くな っ 
て も 希望を 失う ことはありません。 
なぜなら 彼らは、 アツ ラーが 約束され た 天国に 行く 
からです。 アツ ラーの 約束は 真実です。 そこには 無 
益な 言葉は なく、 糧 が朝晚 与えられる でしょう。 

彼らは 「アツ ラーを 讃 えます。 わたしたちから 
(凡て） の 苦悩を 取り除いて 下された 御 方。 わたし 
たちの 主は、 度々 赦 される 御 方、 （奉仕を） 十分に 
認められる 御 方です。」 （創造者 章 34) という ド 
ゥア 一を 絶やす ことはありません。 

これらは、 幸福へ と 導く 精神的な 活力と なり、 
信仰を 持たない 人が 得る ことのない、 ただ 信仰す る 
人々 にの み 存在す る 特性です。 あなた 方の 心が 信仰 
で、 日々 が 希望で 満たされます ように。 アツ ラーの 
慈悲、 恵み、 お許しが あなた 方の 上に あります よう 
に 0 




